
　「実は、迷っているんです」と、野口さん。

もうすぐ8か月になる長男をあやしながら、

数か月後に迫る職場復帰への迷いを話し

てくれました。印刷関連の会社の人事部

で出産直前までバリバリ働き、１年間の育

休も「前倒しして、できるだけ早く職場復

帰したい」と言っていた彼

女に、どのような心境の変

化があったというのでしょう

か。

　「子どもの預け先を探す

うちに、『そこまでして働か

なくてもいいかな』と思うよ

うになったんです」。最寄り

の保育園への入園がかな

わず、認可外の保育園も含

めて何件も見て回っても、

どこもいっぱい。比較的入

れる可能性が高いと聞いて

訪ねたところは、駅から近く

て便利ではあるものの、野口さんの思うよ

うな保育環境ではなかったと言います。

「ママ友仲間からは、『いまの時代、預け先

が見つかるだけで幸せなのよ』と言われる

けれど、そうは思えない。納得して預けられ

る先が見つからないと、安心して復職でき

ない」と、悩んでいるのでした。

　厚生労働省の発表によると、今年4月

時点の認可保育園の待機児童数は2万

5,384人。前年から5,834人（29.8%）も増

加しています。全待機児童数の約8割は

都市部に集中しており、仙台市、世田谷

区、横浜市、川崎市、名古屋市、大阪市の

6市区では500人以上となっています。とく

に都市部では、多くの共育て夫婦が子ど

もの預け先を探すのに苦労しているのが

現状です。

　「待機児童の問題について知ってはい

たけれど、実際に保育園探しを経験して、

初めてその厳しさがわかった」と言う野口

さんに、当事者の立場から、今後どんな支

援があればいいと思うかを尋ねると、こん

な答えが返ってきました。

　「『子ども手当』を受けることができれ

ば、家計は助かります。子育てには思って

いた以上にお金がかかるし、もっと大きく

なれば教育費もかかるようになる。子ども

が必要とするとき、必要なお金をちゃんと

出してあげられるのかな、と考えると不安

もあるので…。…でも自分の家庭だけで

はどうにもならない問題、たとえば質の高

い保育園を増やすことや、公教育の充実

などの大きな問題にも力を入れてもらい

たいです。まだ何年も先の話なのですが、

息子より少し大きな子がいるママ友仲間

の間ではもう小学校受験や塾通いのこと

が話題になっています。公立の学校で質

の高い教育が受けられれば一番だと思う

のですが…」

　また、野口さんは、子どもを連れて出か

けやすい環境の整備にも力を入れてほし

い、と言います。子どもを連れて歩く外の

世界は、大人が一人で歩く世界とはまるで

別世界。以前には気づかなかった不便や

危険が随所にあり、どうしても気が重く

なってしまうのだそうです。「一人だから何

とかなるけれど、もう一人子どもを連れて

出かける気には、とてもなれない」。

　最近では、駅や商業施設の中にエレ

ベーターやオムツ替えや授乳のためのス

ペースも増えてきましたが、まだ、「子育て

バリアフリー」とは言えないのが現状なの

でしょう。

　安心して子どもを預けられる施設が増

え、学校教育が充実すれば、それは、次の

世代の共育て家族にとっても財産になり

ます。また、「子育てバリアフリー」の環境

整備は、高齢者や、障がいのある人にとっ

ての「バリアフリー」にもつながるでしょう。

「個人や個々の家庭では解決が難しいこ

と」は、実は、「個人や個々の家庭だけでな

く、みんなにとって役立つこと」でもあるの

だと思います。それは、プレママ・プレパパ

たちが自然に「子どもを産み育てたい」と

感じられる社会づくりにもつながることで

はないでしょうか。個々の家庭を直接支援

する「子ども手当」とともに、保育や教育、

物理的な空間のデザインなど、子育てを

とりまく環境整備を社会全体ですすめて

いくことが大切なのだと思います。
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